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＜要　　　約＞
　従来型施設とユニット型施設のケアの比較研究から，少人数ケアの有効性が明らかにされ
ている。小規模ケアは，入居者一人ひとりに対する理解が深められ，個々の自律性を引き出
すことができる。特に、グループホーム（以下，GH と称す）は地域と密着した創造的なケ
アを展開できることから，ユニット型施設とやりがい感に違いがあると考える。そこで，本
研究では，小規模ケアを実践している特別養護老人ホームのユニット型施設と GH の介護職
員の仕事へのやりがい感・満足感に関する意識の相違を比較検討した。その結果，介護職員
の仕事に関する意識に関しては，統計的にはほとんど差がなかった。上司サポートで GH の
介護職員に有意差が見られており，勤務体制の違いによるものと推測された。今後，小規模
ケアにおける介護職員の仕事へのやりがい感・満足感を高めるには，職勤務体制を工夫し，
職場内で上司からのサポートを受けやすい仕組みづくりが求められる。
* 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科　介護福祉学専攻
** 日本社会事業大学　社会福祉学部
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１．はじめに
　ユニットケアは，これまでの集団的処遇の見直
しの元，グループホーム（以下，GH と称す）の
少人数共同生活の実践の有効性を踏まえ（1），特別
養護老人ホーム（以下，特養と称す）において導
入されたケアの方法である。
　従来，特養は「多床室」と呼ばれる 4 人定員の
居室を基本とし，少人数の介護職員で多人数の入
居者を一斉にケアする方法がとられていた。1990
年代以降，入所者の尊厳を重視した個別ケアを実
現するため，入所者を 10 人以下のグループに分
けて一つの生活単位（ユニット）とする「全室個室・
ユニットケア」（以下，ユニット型施設と称す）
の取り組みがなされるようになり，2003 年 4 月よ
り制度化されてきた。外山（2）によると，ユニッ
ト型施設は，大人数の高齢者を一括処遇するので
はなく，小人数ごとにと処遇する形態であること
から，介護職員が入居者と関りを多く持ち，高齢
者のことを十分に把握した上で，ケアを行うこと
ができるとしている。
　ユニット型施設は，①入居者のプライバシーが
確保されやすいこと，②入居者同士が適度な距離
感を保ちながら，共用空間を利用して他の入居者
と交流できることなどのメリットが挙げられてお
り，ケアの質的な向上につながるとされている（3）。
　従来型施設とユニット型施設のケアの比較研究
から，少人数ケアの有効性が明らかにされている。
小規模ケアは，入居者一人ひとりに対する理解が
深められ，個々の自律性を引き出すことができる。
したがって，入居者のみならず職員の有効性が外
山（4）（2002），大森（5）（2002：14-16），三浦（6）（2007：
14-38）などにより報告されている。
　堤（7）によると，GH は特別養護老人ホームの集
団処遇の場に疑問や限界を感じた実践者が家庭的
な雰囲気を求めて小集団ケアによる試みがされ始
めたとされる。認知症 GH は，1990 年代に先駆的
な事業者が始め，介護保険の実施とともに急増し
た。（8）介護保険の導入と共に，在宅ケアや GH ケ
アの充実に重点が置かれているとするなど，介護
保険導入後に地域に密着したに GH おける小規模
ケアが望まれるようになった。
　中村は（9），小規模ケアを試みた GH の条件は，「こ
ぢんまりとした家庭的な環境」「少人数で自由な
暮らし方」「なじみの人間関係」「24 時間のケアチー
ムワーク」「町の中での暮らしを当たり前とする
地域風土づくり」であるとする。これらのことか
ら，GH は地域と密着した創造的なケアを展開で
きることから，ユニット型施設とやりがい感に違
いがあると考え，本研究では，少規模ケアを実践
している特養のユニット型施設と GH の介護職員
の仕事へのやりがい感・満足感に関する意識に相
違があるかを比較検討することを目的とした。
２．研究方法
　特養ユニット型の介護職員（5 施設，175 名）
と GH5 ヶ所の全介護職員（83 名）に，無記名で
質問紙調査を実施し（回収率 98％），4 週間後に
回収した。回答を得た介護職員は，正規職員を中
心に 1 施設 50 ～ 100％の割合で回答を得た。
　調査時期は，2013 年 5 月 1 日～ 2014 年 3 月末
である。調査項目は，壬生の勤務歴，資格等の属
性項目と有能感尺度 20 項目（10），小牧らの「職場
におけるソーシャルサポートの効果」の 15 項目（11）
から，蘇らが用いた上司及び同僚からのサポート
尺度 16 項，仕事の満足感・やりがい感等につい
て 5 件 法 で 回 答 を 得 た。 分 析 方 法 は，IBM 
spssStatistics21 により，有能感 20 項目を因子分析，
特養ユニット型とグループホームの比較について
は一要因分散分析を行った。
　倫理的配慮として，研究の説明書及び同意書を
作成し，施設長に承諾を得た。依頼文書により同
意を得られた介護職員から回答を得た。調査票の
回収は無記名で行い，回収の際には本人が密封し
た封筒に入れ，施設の調査担当者に提出し，施設
単位で回収した。
３．結果
（１）回答者の属性
　介護職員は，ユニット型施設 173 名（67.8%），
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グループホーム 82 名（32.20％）だった。性別では，
男性職員は，ユニット型施設は女性職員より
14.4％と多く，それに比べ，グループホームは女
性職員の 3 分の 1 程度となっていた。年齢では，
50 代がユニット型施設で減少しているのに対し，
グループホームでは 30％を占めていた。介護福祉
士有資格では，ユニット型施設は約 60％であるの
に対し，グループホームは 40％だった。勤務年数
は，ユニット型施設では，1 年未満が 23 人（12.3％），
1 年以上 3 年未満が 60 人（34.7％），3 年以上 5 年
未満が 37 人（21.4％），5 年以上が 53 人（30.6％）
だった。グループホーでは，1 年未満が 18 人
（22.2％），1 年以上 3 年未満が 28 人（34.6％），3 年
以上 5 年未満が 18 人（22.2％），5 年以上が 17 人
（21.1％）だった。ユニット型施設と GH とも，勤
務年数が 1 年以上 3 年未満の職員が最も多かった。
（２）介護職員の仕事の有能感因子構造
　介護職員の仕事の有能感因子構造を検討するた
めに探索的因子分析を実施し，尺度間の信頼性を
検証するために，Cronbach のα係数を算出した。
　「有能感」尺度 20 項目について欠損値のない
254 名のデータを用いた。得点分布の偏りの見ら
れた項目はなかったため，すべての質問項目を分
析対象とした。因子負荷量の基準を .600 に設定し，
いずれの因子にも負荷しない項目及び複数の因子
に負荷する項目があった場合はその項目を削除
し，因子分析（主因子法，プロマックス回転）を
繰り返した。その結果，解釈可能な 4 因子解を妥
当解と判断した（累積説明率 66.68％）。
　第Ⅰ因子は，「いつもと違うことが起こっても
迅速かつ適切に対応できる」「仕事上の起こりう
る状況を予測しながら仕事ができる」「仕事上の
問題はだいたい解決できる」「チーム内で仕事上
の決定をするときに，自分の意見を言える」の 4
項目から構成されており，『仕事の予測・問題解決』
と命名した。第Ⅱ因子は，「新たな能力を獲得す
るため，積極的に挑戦している」「仕事を通じて
自分の能力を伸ばし，成長している」「仕事を常
に創意・工夫しながら遂行している」「仕事で自
分の知識や技術を十分に発揮している」「介護職
としての価値観あるいは信念をもって取り組んで
表１　ユニット型施設とグループホームの回答者の属性
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いる」の 5 項目から構成され『仕事の創意・工夫
と能力発揮』と命名した。第Ⅲ因子は「毎日の業
務を十分やり終えている」「与えられた課題をしっ
かりと遂行している」「仕事の目標は常に達成し
ていると感じる」の 3 項目から構成され『仕事の
達成・課題遂行』と命名した。第Ⅳ因子は，「チー
ムの目標を十分に達成できるように取り組んでい
る」「チームで他のメンバーとうまく協力しながら
仕事をしている」「チーム内で自分の存在の重要さ
を認められるように取り組んでいる」の 3 項目か
ら構成されており，『チーム目標の達成・協力』と
命名した。なお，因子間相関は .379 ～ .661 であった。
　各下位尺度の信頼性を検討するためにα係数を
算出した。その結果，第Ⅰ因子でα =.791，第Ⅱ
因子でα =.810，第Ⅲ因子でα =.827，第Ⅳ因子で
α =.735 であり，概ね基準を満たす内的整合性に
よる信頼性が確認された。
（３）仕事の有能感，職場内サポート，やりがい感・
　 　 満足感の比較
　仕事の有能感，職場内サポート，やりがい感・
満足感について，ユニット型と GH を一要因分散
分析により比較した。その結果，ユニット型施設
より，グループホームの上司サポートが有意に高
かった（F（1,251）=.8775, P<.001）（表 3）。
４．考察
　介護職員の仕事に関する意識に関しては，ユ
ニット型施設と GH とも小規模ケアであるため，
統計的にはほとんど差がないことが確認された。
上司サポートで GH の職員に有意差が見られたの
は，勤務体制がその 1 つの要因となっているもの
と推測される。厚生労働省が定める指定認知症高
齢者共同生活の指定人員配置基準（12）に，代表者，
表２　ユニット型と GH の介護職員の有能感因子分析結果
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常勤・専従管理者，介護従事者，計画作成担当者
の配置が定められている。代表者は，認知症高齢
者の介護に従事した経験のある者，若しくは保健
医療や福祉サービスの経営に携わった経験がある
者とされる。管理者に関しても，認知症高齢者の
介護に 3 年以上従事した経験があることが要件と
なっている。GH の勤務体制の特徴の一つとして，
上記代表者や管理者が GH 内で介護従事者と一緒
に利用者のケアを行っていることが挙げられる。
その結果，認知症高齢者の介護に従事した経験の
ある上司が常に職場におり，すぐに上司に相談で
きる環境であることが大きく関係していると考え
られる。
　一方，ユニット型施設の勤務体制（第 40 条）（13）
は，①昼間はユニットごとに常時 1 人以上の介護
職員又は看護職員を配置すること。②夜間及び深
夜は 2 ユニットごとに 1 人以上の介護職員又は看
護職員を配置することとされている。したがって，
GH の勤務体制と比べ，合理的シフト勤務が組ま
れており，上司と直接関わる時間が少ないものと
考える。本研究の調査対象施設の勤務形態は，3
交代勤務であり，上司と勤務が重なる時間が少な
い。早番の勤務時間は，調査対象施設全てにおい
て，7 時始まりで 16 時終わり，遅番が 12 時始ま
りで 21 時終わり，夜勤業務は 21 時に始まって翌
日午前 7 時までとなっている。このような勤務形
態と勤務時間により，上司に直接、迅速に相談す
ることが難しい環境となり，上司からのサポート
を得にくい結果になったと推察できる。笠原（14）は，
「上司の理解」を介護福祉職の仕事満足感に影響
する要因の一つとして挙げ，壬生ら（15）は，「職場
内サポート」が介護職員のやりがい感を高めるこ
とを指摘している。今日，介護福祉現場では，介
護職員の離職率の高さが問題となっている。壬生
ら（16）によると，身近な相談者の確保が介護職員
の就労継続要因の一つであるとされ，大和（17）は，
介護職員の離職に歯止めをかけるためには，介護
職員のやりがい感や満足感を高める必要があると
指摘している。利用者に質の高いサービスを提供
するには，介護職員が自分の仕事にやりがい感・
満足感を感じることが不可欠であると考える。そ
のためには，上司から適切にスーパーバイズを受
ける仕組みや上司の技量を高める体制づくりが重
要である。（18）
　今後，小規模ケアにおける介護職員の仕事への
やりがい感・満足感を高めるには，職勤務体制や
勤務形態，勤務時間などを工夫し，職場内で上司
からのサポートを受けやすい職場環境づくりが求
められる。
５．まとめと今後の課題
　少規模ケアを実践している特養のユニット型施
設と GH の介護職員の仕事へのやりがい感・満足
感に関する意識の相違について比較検討した。そ
の結果，上司が同じ職場で一緒に介護を行う GH
の勤務体制から上司のサポートが得られること
が，介護職員の仕事へのやりがい感・満足感に繋
表３　仕事の有能感，職場内サポート，やりがい感・満足感の比較
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がっていることが示唆された。今後，介護職員の
仕事へのやりがい感・満足感を高めるには，上司
に相談しやすい職場環境づくりが求められる。
　本研究は，特養ユニット型の介護職員（5 施設，
175 名）と GH5 ヶ所の全介護職員（83 名）を対
象にしているため，本研究の結果を一般化するこ
とは難しい。今後は，より多くの施設を対象に研
究を進めるとともに，GH の地域に密着した創造
的ケアについて具体的に調べ，GH の地域密着型
ケアの内容と介護職員の仕事のやりがい感・満足
感の関連性を探っていきたい。
※ 本研究は，平成 25 年科学研究費助成事業挑戦
的萌芽研究の課題番号【25590140】として採択
された研究調査の一部として実施されたもので
ある．
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